
○
宮
内
区
有
文
書 

 

東
郷
町
宮
内 

 

七
七 

宮
内
村
と
上
下
両
浅
津
村
及
び
宇
谷
村
草
山
争
論
に 

 
 
 
 

つ
き
裁
許
状 

 

裁
許
状 

其
村
榜
示
字
宮
津
よ
り
正
来
道
通
り
鳥
越

之
間
、
上
浅
津
下 

浅
津
両
村
之
者
共
通
行
致
し
、 

 

宇
谷
村
榜
示
草
山
字
志
や
あ 

 

ら
、
其
村

 

ニ 

而
は
水
尾
谷
と
相
唱
候
場
所

 

ニ 

而
前
々
よ
り
忍
苅 

到
し
来
り
居
申
旨
申
立
、
草
取
帰
り
候
処
、
右
水
尾
谷
は
其
村 

分
領
ニ
而
、
両
村
之
者
共
入
来
り
候
場
所
ニ 

無
之
と
申
立
、
右 

道
筋
草
持
運
候
を
差
留
メ
候
よ
り
争
論
と
相
成
、
并
宇
谷
村
と 

榜
示
論
お
よ
ひ
候
ニ
付
、
此
度
場
所
見
分
遂
吟
味
候
処
、
双
方 

申
口
齟
齬
致
し
候
得
共
、
眼
目
志
や
あ
ら
之
義
は
宇
谷
村
榜
示 

ニ
相
違
無
之
、
殊
ニ
天
明
年
中
は
水
野
谷
と
相
唱
、
右
谷
之
内 

御
冠
山
峯
よ
り
下
は
鳥
越
横
道
を
限
、
長
坂
尾
通
り
道
筋
よ
り 

西
ノ
方
、
其
村
草
苅
候
様
申
渡
し
有
之
、
右
場
所
一
円
其
村
働 

場
ニ
相
違
無
之
ニ
付
、
上
浅
津
下
浅
津
両
村
之
者
共
正
来
道
筋 

罷
通
り
入
込
草
苅
候
儀
差
留
メ
遣
し
候
、
乍
去
右
両
村
之
義
は 

自
村
草
山
少
し
も
無
之
、
年
々

草
牛
飼
草
差
支
難
渋
、
無
余 

儀
訳
柄
も
有
之
ニ
付
、
其
村
榜
示
畳
石
草
山
一
円
以
後
入
会
為 

草
苅
可
申
候
、
素
よ
り
志
や
あ
ら
之
義
は
宇
谷
村
榜
示
顕
然
た 

る
を
其
村
分
と
申
立
、
及
争
論
候
段
以
之
外
之
事
ニ
候
、
向
後 

右
等
心
得
違
無
之
、 

 

山
元

 

ニ 

対
し
諸
事
礼
譲
を
尽
し
和
順
第 

一
、
農
業
可
致
出
精
候
、
若
シ
於
相
背
は
可
為
曲
事
も
の
也
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芦
川 

源
次
郎 

花
押 

 
 

慶
応
元
年
丑
九
月
廿
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多
羅
尾
喜
兵
衛 

花
押 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
村
郡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
内
村 


